
                                                                             

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

決 
 

 

議 
 

  
本
日
こ
こ
に
、
全
国
の
国
民
健
康
保
険
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
国
民
健
康
保
険
が
直
面
す
る
諸
問

題
の
改
善
を
期
し
て
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催
し
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お

り
満
場
一
致
こ
れ
を
採
択
し
た
。 

 

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
を
必
ず
実
現
さ
れ
る
よ
う
本
大
会
の
総

意
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
。 

 

記 
 

一
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。 

 

一
、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
保
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
者 

努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
評
価
と
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。 

 

一
、
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
の
所
得
調
整
機
能
を
今
後
も
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
生
活
保

護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の
責
任
を
果
た

す
こ
と
。 

 

一
、
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
や
保
険
制
度
の
持
続
可
能

性
等
を
勘
案
し
て
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
現
場
で
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
丁
寧
か
つ
十
分
な
対
応
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

一
、
医
療
・
保
健
・
介
護
人
材
の
確
保
や
地
域
偏
在
の
解
消
の
た
め
の
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
に
当

た
っ
て
は
、
医
療
保
険
者
等
の
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
物
価
高

や
賃
上
げ
等
の
社
会
経
済
情
勢
も
踏
ま
え
、
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
十

分
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

一
、
医
療
費
助
成
に
係
る
地
方
単
独
事
業
の
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
を
す
べ
て
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
係
る
全
国
一
律
の
制
度
の
創
設
及
び
こ
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料
（
税
）

の
軽
減
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。 

 

一
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
国
民
の
理
解
が
十
分
得
ら

れ
る
よ
う
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
周
知
、
広
報
等
を
行
う
と
と
も
に
、
国
保
の
運
営
に
支
障
を
及
ぼ

す
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。 

 

一
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、
国
保
運
営
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
開
発
や
運
用
に
当
た
っ
て

は
、
市
町
村
等
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必
要
な
財

政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。 

 

一
、
国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
業
務
支
援
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ

る
よ
う
、
財
政
支
援
を
含
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

一
、
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
健
康

保
持
・
増
進
並
び
に
医
療
費
及
び
介
護
給
付
の
適
正
化
に
向
け
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
や
、
介
護
情
報

基
盤
の
構
築
等
に
係
る
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

一
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
そ
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
被
保

険
者
や
医
療
機
関
等
に
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
周
知
・
広
報
を
行
う
こ
と
。 

 

一
、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

右 

決
議
す
る
。 

 
 

 

令
和
七
年
十
一
月
十
四
日 

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会 


